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直 接 経 費 間 接 経 費 合 計
平 成 1 7年 度 3，100，000 0 3，100，000
平 成 1 8 年 度 500，000 0 500，000





































































































Ni Cr Fe Mo Al Ti Nb
N71 52．5 19．0 18．5 3．0 0．5 0．9 5．1
N61 44．5 22．0 3．0 9．0 1．2 0．6 －
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（MPa） 1シpe Heating Ⅵ氾uum E抒icienCy E疏ciency（℃） Stage （mmHg） （％） （％）
　 37．5
630／725／725


















































































































































石 炭 石 油 天 然 ガ ス
確 認 可 採 埋 蔵 量 9，091億 ト ン 1兆 1，886億 バ レ ル 180 兆 m 3
地
域
北 米 27．8％ 3．9％ 3．9％
別
賦
中 南 米 2．3％ 9，7％ 4．2％
存
状
欧 州 7．1％ 1，6％ 2．9％
況 旧 ソ 連 24．5％ 10．0％ 32．4％
中 東 0．0％ 61．7％ 40．6％
ア フ リ カ








年 生 産 量 55．4億 ト ン 293億 バ レ ル 2．7 兆 m 3






























































































































































































主蒸気圧力 24．1MPa 24．1Mpa 25．OMPa
主蒸気温度 538℃ 538℃ 600℃
再熱蒸気温度 566℃ 593℃ 610℃
高圧 ロータ CrMoV鍛錦 改良 12Cr鍛鋼
高圧初段動翼 12Cr錦 2．25CrMo鋳鋼 超合金
高圧外部車重 2．25CrMo鋳鋼
高圧 内部車重 2．25CrMo鋳鋼 改良 12Cr鍛鋼
中庄 ロータ CrMoV鍛銅 改良 12Cr鍛鋼
中庄初段動翼 ． 12Cr鍛鋼 超合金
中圧外部車重 2．25CrMo鋳鋼
中庄 内部車重 2．25CrMo鋳鋼 改良 12Cr鋳鋼
蒸気止め弁 2．25CrMo鍛鋼 9Cr鍛銅



































































部位 候補材料 開発課題 備考
ロー タ m S700暮，USC141★ 大型化，溶接 ロー タ 低熱膨張 Ni基超合金
FENlX－700★ 大型化 Ni・Fe合金













IN625，IN617（鋳造） 大型鋳造 欧州 AD700での候補材
オーステナイ ト鋳鋼 大型鋳造 Ni基超合金 よ り低強度，線
膨張係数大のため，設計上の
対策が必要
12Cr鋳鋼 冷却構造設計，性能への影 適用は，冷却構 造の成 立が前
響 握
外部車重 12Cr鋳鋼 UrES700 は実機 ター ビンに
適用済み

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ? ? ? ? ??
曝露時間　500h
曝露時間1000も







































































































試験条件 負荷応力　 447MPa，359MPa，239MPa 負荷応力　 78MPa，35MPa，19Mpa
観察
および
＞　 曝露時間の増加に伴 う、粒界上の空隙部 ＞　 負荷応力による酸化膜の厚 さは変
の Ni3N膿相／母相の界面における成長 化なし
＞　 粒界上の酸化膜の厚 さが粒上の酸化膜 ＞　 負荷応力 78Mpaにおいて、粒界
より厚い が優先的に酸化（表面 SEM観察）




























































S tr e sS A B C F
T im e 【b 】
1 5 0 0 4 ．5 1 × 1 0 ‾14 3 ．7 7 × 1 0 －14 4 ．2 5 × 1 0 －14 3 ．3 4 × 1 0 ■14
1 0 0 0 3 ．9 4 × 1 0 ’14 3 ．8 4 × 1 0 ‾14 3 ．9 1 × 1 0 ’14 2 ．8 4 × 1 0 －14
5 0 0 3 ．4 3 × 1 0 ‾14 3 ．8 1 × 10 ’14 3 ．9 6 × 1 0 －14 3 ．7 0 × 10 ’14
A B C F
T im e 【h 】
1 5 0 0 6 ．3 5 × 1 0 ‾15 6 ．6 1 × 1 0 －15 6 ．8 0 × 10 ▲15 5 ．3 3 × 1 0 ■16
1 0 0 0 4 ．1 8 × 10 ‾15 5 ．1 1 × 1 0 ‾15 5 ．7 7 × 10 ’18 4 ．1 3 × 1 0 ■15
5 0 0 3 ．9 6 × 1 0 ■15 5 ．8 8 × 1 0 ‾15 5 ．5 2 × 1 0 －15 4 ．7 1 × 1 0 ▲15
S tr e S S A B C F
T im e h 】
1 5 0 0 2 ．6 3 × 1 0 －15 2 ．8 0 × 1 0 ▲15 2 ．3 3 × 1 0 ■18 2 ．0 1 × 10 －15
1 0 0 0 1 ．3 7 × 1 0 －15 1 ．7 0 × 1 0 ’15 1 ．8 9 × 1 0 －15 1 ．2 5 × 1 0 ▲15
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